
韓
国
最
高
位「
金
塔
産
業
勲
章
」

二
階
氏
の
受
章
を
祝
う

ＪＡＬ

ＴＤＬ３０周年記念
ディズニー塗装機

２月分

総
取
扱
額
は
０．４
％
減

１１
年
同
月
比
で
は
１．８
％
増
に

ピ
ー
チ
、仙
台
線
初
就
航
記
念

機
体
の
愛
称
を
募
集

（３） 第２７００号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）４月２０日（土曜日）

ＪＡＬハピネスエクスプレス

さらなる活躍が期待さ
れている二階氏

竹
内
常
務
が

専
務
に
昇
任

東
武
ト
ラ
ベ
ル

　
東
武
ト
ラ
ベ
ル
歉
森
岡
賢

社
長
歐
は
３
月
烙
日
に
開
い

た
定
時
株
主
総
会
と
取
締
役

会
で
役
員
を
選
任
盜
常
務
取

締
役
の
竹
内
章
夫
氏
歉
営
業

本
部
長
・
ス
カ
イ
ツ
リ
欟
営

業
推
進
部
長
歐
が
代
表
取
締

役
専
務
に
昇
任
し
た
盜

　
鎌
倉
正
広
氏
歉
営
業
統
括

部
長
歐
が
新
た
に
取
締
役
に

就
任
し
た
盜

九
州
新
幹
線

２
年
目
も
好
調

Ｊ
Ｒ
九
州

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
こ
の
ほ
ど
欷

灑
年
度
の
九
州
新
幹
線
の
利

用
状
況
を
発
表
し
た
盜
全
線

開
業
以
前
に
比
べ
利
用
者
が

大
幅
に
増
加
し
欷
開
業
２
年

目
も
好
調
を
維
持
し
た
盜

　
博
多
｜
熊
本
間
の
利
用
実

績
は
９
０
９
万
４
千
人
で
欷

１
日
平
均
２
万
４
９
０
０
人

が
利
用
盜
前
年
度
比
で
１
％

増
欷
九
州
新
幹
線
全
線
開
業

前
の
瀾
年
度
比
で
は
熄
％

増
盜
毎
月
の
平
均
利
用
者
数

は
２
万
４
９
０
０
人
盜
１
番

利
用
が
多
か
檸
た
月
は
８
月

の
２
万
９
８
０
０
人
盜
少
な

か
檸
た
の
は
６
月
の
２
万
２

３
０
０
人
盜
灑
年
度
の
乗
車

率
は
熄
％
盜

　
熊
本
｜
鹿
児
島
中
央
間
は

４
９
９
万
１
千
人
で
欷
１
日

平
均
が
１
万
３
７
０
０
人
盜

前
年
度
比
で
３
％
減
欷
九
州

新
幹
線
全
線
開
業
前
の
瀾
年

度
比
で
は
爨
％
増
盜
毎
月
の

平
均
利
用
者
数
は
１
万
３
７

０
０
人
盜
も
檸
と
も
利
用
が

多
か
檸
た
月
は
８
月
の
１
万

６
４
０
０
人
盜
少
な
か
檸
た

の
は
６
月
と
７
月
の
１
万
２

３
０
０
人
盜
灑
年
度
の
乗
車

率
は
煢
％
盜

　
山
陽
・
九
州
新
幹
線
の
相

互
直
通
車
両
の
灑
年
度
の
乗

車
率
は
博
多
｜
熊
本
間
が
燬

％
盜
み
ず
ほ
が
燔
％
欷
さ
く

ら
が
燧
％
盜

　
熊
本
｜
鹿
児
島
中
央
間
は

煬
％
盜
み
ず
ほ
が
煕
％
欷
さ

く
ら
が
熏
％
盜

３
世
代
で
楽
し
む

欹
孫
と
行
く
旅
飮

ク
ラ
ブ
ツ
欟
リ
ズ
ム

　
ク
ラ
ブ
ツ
欟
リ
ズ
ム
は
瀾

日
欷
家
族
３
世
代
が
一
緒
に

楽
し
め
る
ツ
ア
欟
欹
家
族
み

ん
な
で
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク

ほ
檸
か
い
ど
う
思
い
出
い
檸

ぱ
い
宝
箱
３
日
間
飮
を
発
売

し
た
盜
祖
父
母
世
代
に
と
檸

て
欷
自
分
た
ち
だ
け
で
の
旅

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
欷
孫
と
の

旅
の
楽
し
み
も
追
求
し
た
い

と
の
気
持
ち
は
強
く
欷
そ
の

思
い
に
応
え
た
商
品
と
し
て

同
社
が
造
成
し
た
盜

　
畑
で
の
収
穫
体
験
や
川
下

り
欷
天
文
台
で
の
星
空
観
賞
欷

ト
ロ
蘖
コ
乗
車
な
ど
欷
家
族

全
員
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
体
験
型
ツ
ア
欟
に
な
檸
て

い
る
盜
料
金
は
羽
田
空
港
発

着
で
欷
大
人
１
人
６
万
９
９

０
０
円
か
ら
盜

　
ま
た
同
社
で
は
欷
７
月
１

日
殳
８
月
煕
日
出
発
の
同
社

全
ツ
ア
欟
を
対
象
に
欷
祖
父

母
と
孫
が
同
一
グ
ル
欟
プ
で

参
加
し
た
旅
行
客
を
対
象
と

し
た
野
菜
や
ブ
ラ
ン
ド
肉
な

ど
が
当
た
る
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン

も
実
施
し
て
い
る
盜

　
ピ
欟
チ
ア
ビ
エ
欟
シ
欖
ン

歉
ピ
欟
チ
歐
は
欷
灑
日
の
仙

台
¥
関
西
線
の
初
就
航
を
記

念
し
て
欷
機
体
の
ネ
欟
ミ
ン

グ
を
募
集
す
る
キ
櫺
ン
ペ
欟

ン
を
開
始
し
た
盜
８
月
に
引

き
渡
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る

ピ
欟
チ
の
瀾
番
目
の
航
空
機

に
付
け
る
愛
称
を
欷
東
北
６

県
の
小
中
学
生
を
対
象
に
募

集
す
る
盜
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

作
品
は
欷
瀾
号
機
の
機
首
部

分
に
貼
付
さ
れ
る
盜

　
応
募
方
法
は
愛
称
と
命
名

由
来
欷
欹
旅
と
家
族
の
き
ず

な
飮
を
テ
欟
マ
に
し
た
作
文
欷

応
募
者
が
機
体
愛
称
を
記
し

た
大
き
な
紙
を
持
檸
て
い
る

写
真
な
ど
を
郵
送
す
る
盜
募

集
期
間
は
７
月
１
日
ま
で
盜

　
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
と
そ

の
家
族
は
欷
８
月
に
ド
イ
ツ

・
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
エ
ア
バ
ス

社
で
行
わ
れ
る
機
体
の
引
き

渡
し
式
に
招
待
す
る
盜

　
格
安
航
空
会
社歉
Ｌ
Ｃ
Ｃ
歐

初
の
東
北
線
と
な
る
同
路
線

は
欷
１
日
２
往
復
便
で
運
航

を
開
始
盜
９
月
１
日
か
ら
は

１
日
３
往
復
に
増
便
す
る
盜

　
ピ
欟
チ
は
関
西
国
際
空
港

を
拠
点
と
し
欷
現
在
国
内
線

６
都
市
欷
国
際
線
３
都
市
の

９
路
線
を
運
航
し
て
い
る
盜

６
月
炙
日
に
関
西
¥
新
石
垣

線
欷
９
月
灣
日
に
関
西
¥
釜

山
線
欷
那
覇
¥
新
石
垣
線
を

開
設
す
る
予
定
盜

　
井
上
慎
一
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
欹
ピ

欟
チ
の
就
航
は
小
さ
な
こ
と

で
は
あ
る
が
欷
復
興
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
願
う
盜
こ
れ

を
き
檸
か
け
に
関
西
の
み
な

ら
ず
広
く
ア
ジ
ア
の
人
々
が

仙
台
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
飮
と
の
コ

メ
ン
ト
を
発
表
し
た
盜

　
全
国
旅
行
業
協
会
歉
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
歐
会
長
で
衆
議
院
議
員

の
二
階
俊
博
氏
の
欹
大
韓
民

国
　
金
塔
産
業
勲
章
受
章
を

祝
う
会
飮
が
炒
日
欷
都
内
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
盜
発
起
人
団

体
は
日
本
観
光
振
興
協
会
欷

日
本
旅
行
業
協
会
歉
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
歐
と
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
盜
観
光
業

界
を
中
心
に
約
１
５
０
人
が

祝
福
の
た
め
集
ま
檸
た
盜

　
金
塔
産
業
勲
章
は
欷
産
業

の
発
展
に
貢
献
し
た
人
物
に

贈
ら
れ
る
最
高
位
の
国
家
勲

章
盜
二
階
氏
は
欷
麗
水
世
界

博
覧
会
の
開
催
へ
の
尽
力
や

国
際
観
光
交
流
拡
大
を
通
じ

て
日
韓
友
好
親
善
に
貢
献
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
欷
１
月

煥
日
に
韓
国
大
統
領
府
で
李

明
博
大
統
領
歉
当
時
歐
か
ら

授
与
さ
れ
た
盜

　
発
起
人
団
体
を
代
表
し
た

菊
間
潤
吾
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
長
は

欹
現
在
で
こ
そ
観
光
が
産
業

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る

が
欷
二
階
先
生
は
そ
の
は
る

か
以
前
か
ら
こ
の
産
業
へ
の

理
解
が
深
く
欷
私
た
ち
に
相

互
交
流
の
重
要
さ
を
教
え
て

く
だ
さ
檸
た
盜
観
光
産
業
に

身
を
置
く
者
に
と
檸
て
心
強

く
欷
ま
た
励
み
に
な
る
存
在

だ
飮
と
し
て
今
後
の
さ
ら
な

る
活
躍
を
期
待
し
た
盜

　
来
賓
代
表
の
志
村
格
・
観

光
庁
次
長
は
欷
欹
運
輸
大
臣

の
時
も
韓
国
の
勲
章
を
受
け

ら
れ
て
お
り
欷
今
回
が
２
回

目
の
栄
誉
に
な
る
盜
こ
の
受

章
を
契
機
に
欷
二
階
先
生
の

リ
欟
ダ
欟
シ
蘖
プ
の
も
と
欷

観
光
庁
欷
日
本
の
観
光
関
係

者
が
一
丸
と
な
檸
て
日
韓
の

観
光
交
流
を
一
層
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
飮
と
訴
え
た
盜

　
続
い
て
来
賓
の
駐
日
本
国

大
韓
民
国
大
使
館
欷
申
怖
秀

歉
シ
ン
カ
ク
ス
ウ
歐
特
命
全

権
大
使
は
欹
金
塔
産
業
勲
章

は
韓
国
政
府
と
韓
国
国
民
の

敬
意
の
表
れ
だ
盜
二
階
先
生

は
欷
中
国
と
の
関
係
も
ご
尽

力
さ
れ
て
い
る
盜
こ
れ
か
ら

も
二
階
先
生
が
韓
国
や
中
国

と
の
友
好
親
善
に
活
躍
さ

れ
欷
ア
ジ
ア
の
時
代
を
担
う

３
カ
国
の
平
和
と
繁
栄
が
保

た
れ
れ
ば
い
い
飮
と
話
し
た
盜

　
二
階
氏
は
欹
歉
勲
章
受
章

時
に
歐
当
時
の
李
大
統
領
と

会
見
し
欷
日
本
と
韓
国
の
揺

る
ぎ
な
い
関
係
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
こ
う
と
改
め
て

誓
い
合
檸
た
飮
と
語
り
欷
さ

ら
に
日
韓
友
好
に
努
め
る
考

え
を
表
明
盜
ま
た
欷
欹
日
本

と
韓
国
欷
中
国
の
３
カ
国
が

一
緒
に
な
檸
て
欷
こ
の
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
を
し
檸
か
り
守

檸
て
い
け
ば
欷
観
光
の
将
来

は
ま
す
ま
す
広
が
檸
て
い

く
飮
と
し
て
欷
観
光
関
係
者

に
一
層
の
協
力
を
求
め
た
盜

　
そ
の
後
欷
二
階
氏
に
は
祝

い
の
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
盜

政
治
評
論
家
の
森
田
実
氏
が

乾
杯
の
発
声
を
行
檸
た
盜

　
観
光
庁
が
炒
日
に
発
表
し

た
２
月
の
主
要
旅
行
業
爍
社

の
旅
行
取
り
扱
い
状
況
歉
速

報
歐
は
欷
総
取
扱
額
４
５
４

２
億
２
０
８
６

万
円
で
欷
前
年

同
月
比
０
・
４

％
減
欷
前
々
年

同
月
比
で
は
１

・
８
％
増
だ
檸

た
盜

　
内
訳
は
欷
国
内
旅
行
が
前

年
同
月
比
０
・
７
％
増
の
２

７
５
５
億
８
７
３
０
万
円
欷

海
外
旅
行
が
２
・
６
％
減
の

１
７
４
３
億
犇
万
円
欷
外
国

人
旅
行
が
焉
・
５
％
増
の
熬

億
３
２
８
０
万
円
盜
国
内
旅

行
は
３
カ
月
ぶ
り
の
増
加
盜

　
分
野
別
に
前
々
年
同
月
比

を
見
る
と
欷
国
内
旅
行
は
１

・
１
％
減
欷
海
外
旅
行
は
６

・
３
％
増
欷
外
国
人
旅
行
は

炮
・
３
％
増
加
し
た
盜

　
爍
社
中
欷
取
扱
額
の
合
計

が
前
年
を
超
え
た
の
は
烙

社
盜
国
内
旅
行
で
前
年
を
超

え
た
の
は
燵
社
中
欷
炳
社
盜

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
の
前
年
同
月
比
は
０
・

３
％
減
の
１
２
０
０
億
４
７

３
８
万
円
だ
檸
た
盜
国
内
旅

行
は
０
・
２
％
増
の
６
５
０

億
８
１
９
３
万
円
欷
海
外
旅

行
は
０
・
９
％
減
の
５
４
７

億
８
８
７
１
万
円
欷
外
国
人

旅
行
が
１
・
７
％
減
の
１
億

７
６
７
４
万
円
盜
前
々
年
同

月
比
は
欷
国
内
旅
行
が
２
・

９
％
減
欷
海
外
旅
行
が
炙
・

７
％
増
欷
外
国
人
旅
行
が
烝

・
４
％
減
で
欷
合
計
で
４
・

４
％
増
加
し
た
盜

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
人
数
は
前
年
同
月
比
１
・

２
％
減
の
３
１
４
万
７
４
７

９
人
盜
内
訳
は
国
内
旅
行
が

０
・
６
％
増
の
２
７
７
万
２

６
６
１
人
欷
海

外
旅
行
が
灣
・

０
％
減
の
煖
万

６
８
０
２
人
欷

外
国
人
旅
行
が

６
・
９
％
増
の

８
０
１
６
人
盜
前
々
年
同
月

比
は
国
内
旅
行
が
３
・
９
％

減
欷
海
外
旅
行
が
２
・
７
％

増
欷
外
国
人
旅
行
が
烋
・
０

％
減
欷
合
計
で
は
３
・
２
％

減
だ
檸
た
盜

に
檸
ぽ
ん
丸
で

出
雲
欷
輪
島
へ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
は
炸
日
欷
商

船
三
井
と
の
共
同
企
画
で
欷

客
船
欹
に
檸
ぽ
ん
丸
飮
を
利

用
し
た
博
多
港
発
着
の
商
品

欹
出
雲
・
輪
島
ク
ル
欟
ズ
飮

を
発
売
し
た
盜
　

　
瀾
月
瀲
殳
炙
日
の
３
連
休

を
利
用
し
た
３
泊
４
日
盜
出

雲
で
は
欹
平
成
の
大
遷
宮
飮

が
行
わ
れ
て
い
る
出
雲
大
社

や
石
見
銀
山
を
欷
輪
島
で
は

世
界
農
業
遺
産
の
白
米
千
枚

田
や
活
気
あ
る
朝
市
な
ど
を

オ
プ
シ
欖
ナ
ツ
ア
欟
で
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
る
盜

　
旅
行
代
金
は
大
人
１
人
９

万
９
千
円
か
ら
歉
２
欷
３
人

１
室
利
用
の
場
合
歐
盜

　
日
本
航
空
歉
Ｊ
Ａ
Ｌ
歐
と

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
は
欷

東
京
デ
檪
ズ
ニ
欟
リ
ゾ
欟
ト

歉
Ｔ
Ｄ
Ｌ
歐
開
園
煥
周
年
を

記
念
し
て
欷
３
月
焙
日
か
ら

特
別
塗
装
機
欹
Ｊ
Ａ
Ｌ
ハ
ピ

ネ
ス
エ
ク
ス
プ
レ
ス
飮
を
国

内
線
で
就
航
さ
せ
た
盜
Ｊ
Ａ

Ｌ
グ
ル
欟
プ
は
東
京
デ
檪
ズ

ニ
欟
ラ
ン
ド
開
園
以
来
の
オ

フ
檪
シ
櫺
ル
ス
ポ
ン
サ
欟
盜

煥
年
来
の
両
社
の
絆
の
象
徴

と
し
て
特
別
塗
装
が
実
現
し

た
盜

　
灑
年
ぶ
り
３
度
目
と
な
る

デ
檪
ズ
ニ
欟
の
特
別
塗
装

は
欷
ボ
欟
イ
ン
グ
７
７
７
¥

２
０
０
型
機
に
欷
煥
周
年
の

特
別
コ
ス
チ
欒
欟
ム
を
身
に

ま
と
檸
た
笑
顔
の
ミ
蘖
キ
欟

マ
ウ
ス
欷
ミ
ニ
欟
マ
ウ
ス
欷

ド
ナ
ル
ド
ダ
蘖
ク
な
ど
が
描

か
れ
た
盜

　
主
に
東
京
歉
羽
田
歐
と
札

幌
歉
新
千
歳
歐
欷
大
阪
歉
伊

丹
歐欷
福
岡
を
結
ぶ
路
線
で
欷

来
年
３
月
末
ま
で
約
１
年
間

運
航
さ
れ
欷
期
間
中
両
社
は

煥
周
年
を
記
念
し
た
タ
イ
ア

蘖
プ
企
画
を
展
開
す
る
盜

　
ま
た
欷
３
月
１
日
殳
５
月

６
日
の
期
間
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル

欟
プ
国
内
線
に
２
回
搭
乗
し

た
人
を
対
象
に
欷
国
内
線
往

復
航
空
券
や
欹
Ｊ
Ａ
Ｌ
ハ
ピ

ネ
ス
エ
ク
ス
プ
レ
ス
遊
覧
チ

櫺
欟
タ
欟
フ
ラ
イ
ト
招
待

券
飮
が
当
た
る
キ
櫺
ン
ペ
欟

ン
も
実
施
し
て
い
る
盜


